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　八坂川の支流立石川は、水源地楠原大池より流

れ出て、吉野渡の鳥之江に深い渕をたたえてい

た。人びとはこれを蛇渕とよんでいる。天文３年

（１５３４）大村勢場が原の戦に負傷した阿部備

中守は、この付近に居を構えていた。この豪族に

二人の姫があり、一人は宇佐宮の社家に嫁いだが、

あとの一人は僅かに４、５歳の幼児で、名を菊姫

といった。

 ある日、父母の知らぬ間に、蛇渕のところで無

邪気に遊びたわむれていた。日頃から蛇渕には大

蛇が住んでいると、人びとに恐れられていたとこ

ろである。菊姫はこの大蛇の毒気に当ったのか、

たちまち死んでしまった。両親は嘆き悲しんだが、

すでにあとの祭りであった。備中守は我が子の命

を奪った大蛇に、復讐をしようと考えた。まず藁

人形をつくり、これに縫針を無数にさした。これ

を大蛇にのませて殺そうというのである。大蛇は

これを獲物と思い、一気にのみこんでしまった。

さしもの大蛇も七転八倒、もだえ苦しんで死んだ。

 備中守は菊姫の菩提を弔うとともに、大蛇のた

たりを恐れて、渕に臨んだ岩壁に弥陀・観音・勢

至の三尊をほりつけた。蛇渕の磨崖仏がそれであ

るという。

 （山香町誌より引用）

～蛇渕の話～（山香地区）

郷土の伝説

山浦鳥ノ江

現在地

県道

立石川
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定例会日程

9 月 1 日（木）
本会議（開会）

9 月 6 日（火）
本会議（一般質問）

9 月 7 日（水）
本会議（一般質問）

9 月 8 日（木）
本会議（一般質問）

9 月 9 日（金）
決算特別委員会

9 月 14 日（水）
産業建設常任委員会

9 月 15 日（木）
厚生文教常任委員会

9 月 16 日（金）
総務常任委員会

9 月 22 日（木）
本会議（閉会）

議案審議結果　※案件名は一部省略しています。

番号 案　　件　　名 採決結果

［議案］
６７ 平成２２年度杵築市一般会計歳入歳出決算認定について 認定

６８ 平成２２年度杵築市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

６９ 平成２２年度杵築市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 認定

７０ 平成２２年度杵築市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

７１ 平成２２年度杵築市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

７２ 平成２２年度杵築市地域包括支援センター事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

７３ 平成２２年度杵築市ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

７４ 平成２２年度杵築市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

７５ 平成２２年度杵築市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

７６ 平成２２年度杵築市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

７７ 平成２２年度杵築市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

７８ 平成２２年度杵築市水道事業会計決算認定について 認定

７９ 平成２２年度杵築市工業用水道事業会計決算認定について 認定

８０ 平成２２年度杵築市立山香病院事業会計決算認定について 認定

８１ 平成２３年度杵築市一般会計補正予算（第６号） 可決

８２ 平成２３年度杵築市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決

８３ 平成２３年度杵築市後期高齢者医療特別会計補正予算 (第 1号 ) 可決

８４ 平成２３年度杵築市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

８５ 平成２３年度杵築市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第２号） 可決

８６ 平成２３年度杵築市水道事業会計補正予算（第１号 ) 可決

８７ 平成２３年度杵築市立山香病院事業会計補正予算（第１号） 可決

８８ 杵築市ケーブルネットワーク施設条例の一部改正について 可決

８９ 杵築市税条例等の一部改正について 可決

９０ 杵築市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決

９１ 杵築市行政財産使用料条例の一部改正について 可決

９２ 杵築市暴力団排除条例の制定について 可決

９３ 杵築市スポーツ施設条例の一部を改正する条例の一部改正について 可決

９４ 市道の路線認定について 認定

９５ 杵築市公共下水道杵築終末処理場の建設工事委託に関する協定の締結について 可決

９６ 工事請負契約の締結について 可決

９７ 杵築市消防庁舎条例の制定について 可決

９８ 財産の無償貸付について 可決

９９ 杵築速見消防組合規約の変更について 可決

１００ 工事請負契約の締結について 可決

１０１ 工事請負契約の締結について 可決

１０２ 教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意

１０３ 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 同意

１０４ 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 同意

１０５ 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 同意

１０６ 公平委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 同意

［報告］
２２ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率の算定について ―

２３ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率の算定について ―

２４ 専決処分の報告について ―

［請負陳情］
８ 市道池の頭線から分岐する道路の市道編入について 継続審査

９ 馬場尾区今村地区の市道編入方について 継続審査

１０ 350 万人のウイルス性肝炎患者の救済に関する意見書採択の請願 採択

［議員提出議案］
７ 350 万人のウイルス性肝炎患者の救済に関する意見書 可決

８ 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決

９ 原発依存から脱却し、再生可能エネルギー・省エネルギーを推進するエネルギー政策への転換を求める意見書 可決

１０ 東九州自動車道北九州～大分～宮崎間の平成２６年度までの全線開通を求める意見書 可決
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請願陳情審査結果

請願陳情第8号
付託先

産業建設常任委員会

市道池の頭線から分岐する道路
の市道編入について

［請願内容］

　市道池の頭線から分岐する道路は、柑橘生産に

係る道路であり、以来柑橘生産者の農道として、

あるいは池の頭区民の生活道路として使用してき

た。地域の生活道路としてはなくてはならないも

のであり、地域住民が安心して通行できる道路と

なるよう、市道池の頭線から分岐する延長約 950

ｍを市道に編入し、併せて道路の幅員拡張と道路

の管理をお願いすることの要望であります。

［審議結果］

　付託を受けた委員会において、現地調査を行い、

請願者からの説明を受けました。その後の審議に

おいて、委員より「地元から要望された請願の趣

旨からも採択するべきではあるが、土地無償提供

に関する問題については執行部の方でも十分に精

査していただき、問題が解決するまでは請願は継

続審査とするべきである」との意見があり、委員

会では本請願を継続審査とすることに決し、議会

最終日の本会議においても継続審査とすることに

決しました。

請願陳情第9号
付託先

産業建設常任委員会

請願陳情第10号
付託先

厚生文教常任委員会

馬場尾今村地区の市道編入方について

［請願内容］　市道今村横断線と市道馬場尾今村線をつなぐ（延長
60 ｍ・幅 4 ｍ）道路は、地域の方々が通り抜けに利用している
ため、市道へ編入することの要望であります。

［審議結果］　付託を受けた委員会において、現地調査を行い、請願者からの説明を受けました。その後の審
議において、委員より「地元から要望された請願の趣旨からも採択するべきではあるが、土地無償提供に関
する問題については執行部の方でも十分に精査していただき、問題が解決するまでは請願は継続審査とする
べきである」との意見があり、委員会では本請願を継続審査とすることに決し、議会最終日の本会議におい
ても継続審査とすることに決しました。

350万人のウイルス性肝炎患者の
救済に関する意見書採択の請願

［請願内容］

①肝炎対策基本法をもとに、患者救済に必要な法整備、
予算化をすすめ、全患者に救済策を実行すること。

②「救済特措法」の延長と同時に救済の枠組みを
広げ、カルテ以外の記録、医師らの証明、患者・
遺族の記憶・証言などをもとに、特定血液製剤
使用可能性のあるＣ型肝炎患者も救済すること。

③集団予防接種が原因とされるすべてのＢ型肝炎
感染被害者の救済策を等しく講じること。

④肝庇護薬、検査費用、通院費への助成をはじめ、
肝炎治療費への支援、生活保障を行うこと。基
本法が定めた肝硬変・肝がん患者への支援策を
すすめること。

⑤ウイルス性肝炎の治療体制・治療環境の整備、治療薬・
治療法の開発促進、治験の迅速化などをはかること。

⑥医原病であるウイルス性肝炎の発症者・死亡者
に一時金、もしくは健康管理手当などを支給す
る法制度を確立すること。

⑦肝炎ウイルスの未検査者、ウイルス陽性者の未
治療者の実態を調査し、早期発見・早期治療に
つなげる施策を講じるとともに、ウイルス性肝
炎への偏見差別の解消、薬害の根絶をはかること。

　上記の事項の実施を求める意見書を採択し、国
会と政府への提出をお願いすることの要望であり
ます。

［審議結果］

　付託を受けた委員会での審議において、「請願の
趣旨は理解できるので採択すべきである」との意
見があり、委員会では本請願を採択とすることに
決し、議会最終日の本会議においても採択とする
ことに決しました。また、同日に意見書を議員提
出議案として可決し、国会及び国の関係機関へ意
見書を送付しました。

採択

継続

継続
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各常任委員会審査報告 ９月８日の本会議で各委員会に付託された案件の審査内容について、
主な質疑を要約して紹介します。

総務常任委員会報告

厚生文教常任委員会報告

産業建設常任委員会報告

［開催日時］

9月15日

午前10時00分から

［付託された案件］

議案第 81 号

議案第 85 号

議案第 88 号

議案第 89 号

議案第 92 号

［審査結果］

議案5件については
全て可決することに
決しました。

［開催日時］
9月14日

午前10時00分から

［付託された案件］

議案第 81 号
議案第 82 号
議案第 83 号
議案第 84 号
議案第 87 号
議案第 90 号
議案第 91 号
議案第 93 号

［審査結果］

議案 8 件については
全て可決することに
決しました。

［開催日時］
9月13日

午前10時00分から

［付託された案件］

議案第 81 号
議案第 86 号
議案第 94 号

［審査結果］

議案 3 件については
全て可決・認定する
ことに決しました。

議案第 81 号　平成 23 年度杵築市一般会計補正予算（第 6 号）

問：海抜表示板の設置は夜間でも見えるように螢光塗料等で対応するのか。

答：夜間でも対応できるようなものを予定している。

問：発電機の設置場所はどこを予定しているか。

答：設置場所は各小中学校を予定しているが、海抜も考慮した上、地区公民館等も
あるので地区の方と協議して適切な場所に設置したい。また発電機は使用しな
いと傷むので定期的に地区の方に使用していただきたい。

議案第 88 号　杵築市ケーブルネットワーク施設条例の一部改正について

問：指定管理者や第３セクターに移行する場合の管理及び業務内容、範囲は。

答：すべての業務を業者に任せるのではなく、主な業務は市の直営で引き続き行い、
部分的な業務の委託を考えている。使用料等は市の収入で、施設の管理は市が
行い、基本的に所有権は市にあるというスタンスでいきたい。今後もどのよう
な方法が望ましいか模索していきたい。

議案第 92 号　杵築市暴力団排除条例の制定について

問：市民等に行う情報の提供やその他必要な支援の内容は。

答：市が得た情報、また県や市民から得た情報等も含めて県等と協力し、他市の状
況等も参考にしながら情報提供に取り組んでいきたい。

議案第 81 号　平成 23 年度杵築市一般会計補正予算（第 6 号）

問：各補正予算の工事請負費で雨漏りの補修工事が計上されているが、原因は。

答：各施設は建築年数も経過し老朽化しているのが原因であり、杵築中学校の屋内

運動場は、仮設校舎建設のため屋外での運動スペースが少ないので、確保する

ため必要である。

要望：雨漏りの原因を調べて補修し、後に無駄な費用を支出しないように。

要望：老人クラブへの補助金支給が遅れており、必要な時期に補助金が使えない。

早く対処してほしい。

問：子育てハッピー事業の詳細は。

答：大分県が「子育て満足度日本一」を掲げていることに伴いスタートさせる事業

で、子育てに関する講座の受講や市内の保育園において親子で体験入園をして

いただく取り組みを行う。

議案第 81 号　平成 23 年度杵築市一般会計補正予算（第 6 号）

問：おおいた竹林再生事業に伴う竹破砕機の管理と使用料の予定は。

答：杵築市活性化センターに管理していただくように検討している。使用料につい

ては今後検討していく。

問：竹破砕機の現場での活用方法と破砕した後の処理方法はどのように行うのか。

答：竹破砕機は可動式であり、現場まで運搬し、破砕を行う。また破砕した竹は堆

肥を発酵させるのに活用できるので、可能な範囲で堆肥に利用したい。

問：農地災害及び土木災害の発生件数は。

答：6月20日から21日にかけての梅雨前線豪雨によるのうち災害発生件数は合計59件

で、そのうちため池は8件、頭首工は4件である。土木災害は発生していない。
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一般質問Ｑ＆Ａ
平成23年第3回市議会定例会では、9月6日～8日までの3

日間にわたり、市政に関する一般質問が行われ、13人の議
員が諸問題について質問しました。

（一般質問した議員が原稿を作成し、基本的にその原稿を尊重して編集しています。）

【一般質問者】

質問順に掲載

9月6日（火）

　1．富来　征一　議員

　2．加来　　喬　議員

　3．藤本　治郎　議員

　4．河野　正治　議員

　5．小春　　稔　議員

9月7日（水）　

　6．阿部　幸市　議員

　7．真砂　矩男　議員

　8．有田　昭二　議員

　9．中山田昭徳　議員

9月8日（木）

　10．鈴木　六朗　議員

　11．阿部　直瑞　議員

　12．西　　紀子　議員

　13．上野　辰治　議員

八坂住環境整備事業について

　１．水利について

①水利と水利計画、慣行水利権について、どのように理解・解釈しているのか。

②平成５年の県、市、国半の３者による覚書の内容について説明を求める。

③現行（工事完成後）と覚書と現実の違いをどのようにとらえているのか。

④どうして工事の進行上、このような違いが発生したのか。

⑤問題解決は双方がテーブルに着き、話し合いをするようにというが、誰がどのように     

　指導し、話し合いの場をつくるのか。

⑥当市は解決策として、どのように考えているのか。

⑦水無くして５年間水田農業に工夫しながら努力している農家の姿に、行政としてどのよう

　に思われるか。（莫大な損失をこうむっている）

　２．八坂住環換地委員会の解散について

八坂住環記念碑及び委員会解散式に代表者を案内しなかった件について説明を求める。

以上の項目について質問しました。

質 問 項 目
議

員富　来　征　一
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杵
築
中
学
校
建
て
か
え
問
題
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
以
降
、
市
は
水

田
を
埋
め
立
て
る
大
内
案
を
撤

回
し
、
大
内
高
台
移
転
案
を
提
示
し
た
。

計
画
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
時

点
で
移
転
反
対
の
声
が
多
い
と
認
識
す

る
。
中
学
校
移
転
は
町
の
在
り
方
を
大

き
く
変
え
る
た
め
、
長
年
親
し
ん
だ
中

学
校
が
移
転
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ

る
の
は
否
め
な
い
。
あ
く
ま
で
中
学
校

を
移
転
す
る
の
か
。

文
科
省
は
「
校
舎
建
て
か
え
の

場
合
、
敷
地
が
確
保
で
き
る
場

合
は
津
波
が
到
達
し
な
い
安
全
な
高
台

等
に
学
校
施
設
を
建
設
す
る
」
と
第
一

に
提
言
し
、
現
在
学
校
が
高
台
に
な
い

場
合
は
、
「
近
隣
の
高
台
や
裏
山
な
ど

に
避
難
で
き
る
よ
う
避
難
経
路
を
整
備

す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
県
の
緊

急
提
言
で
は
、
津
波
の
想
定
高
を
こ
れ

ま
で
の
２
倍
。
避
難
所
は
３
倍
の
高
さ

と
し
て
い
る
。
現
在
の
杵
築
中
学
校
の

海
抜
が
２
・
８
ｍ
だ
が
、
過
去
に
守
江
港

で
８
ｍ
超
え
る
津
波
被
害
の
記
録
が
あ

る
の
で
、
杵
築
市
は
、
避
難
所
に
つ
い

て
は
８
ｍ
以
上
と
設
定
。
子
供
た
ち
が

過
ご
す
学
校
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
被

災
後
の
住
民
の
避
難
所
機
能
を
満
た

し
、
津
波
被
害
を
受
け
な
い
安
全
な
場

所
と
し
て
、
ま
た
以
前
か
ら
課
題
で
あ

る
敷
地
の
狭
隘
化
の
解
消
、
文
化
財
発

掘
の
た
め
の
建
築
工
期
の
長
期
化
の
回

避
の
た
め
に
、
責
任
を
も
っ
て
大
内
高

台
案
を
提
案
す
る
。
用
地
検
討
委
員
会

で
も
、
現
地
建
て
か
え
の
意
見
も
強
く
、

地
質
調
査
の
要
望
も
あ
る
。
今
後
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
各
団
体
に
説
明
し
、
大
内
高
台
案

で
決
定
し
た
ら
校
区
再
編
や
通
学
路
に

つ
い
て
、
多
く
の
市
民
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
く
。
ま
た
、
今
後
の

課
題
と
し
て
、
現
在
地
を
空
洞
化
さ
せ

な
い
整
備
計
画
、
移
転
先
の
学
校
周
辺

の
整
備
も
含
め
新
た
な
地
域
の
発
展
を

考
え
て
い
る
。

文
科
省
は
、
上
層
部
が
安
全
で

緊
急
な
避
難
場
所
と
な
る
よ
う

建
物
を
高
層
化
す
る
事
も
案
の
一
つ
と

し
て
い
る
が
。

宮
城
県
の
山
元
小
学
校
で
は
、

１
階
が
す
べ
て
流
さ
れ
、
津
波

以
後
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
。
現
地
を

３
ｍ
盛
り
土
し
、
さ
ら
に
１
階
部
分
を

上
げ
て
校
舎
を
建
て
る
案
も
あ
る
が
、

国
や
県
の
示
す
安
全
対
策
の
提
言
に
あ

ら
が
え
な
い
。
た
だ
、
一
方
的
に
建
て

る
の
で
は
な
く
、
了
解
を
得
て
進
め
て

い
き
た
い
。

市
の
案
は
、
通
学
路
の
問
題
や

校
区
再
編
な
ど
数
々
の
諸
問
題

も
発
生
し
、
杵
築
中
学
校
区
だ
け
の
問

題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
住
民
に
計
画
を

早
急
に
公
表
す
べ
き
で
は
。

地
権
者
に
説
明
を
し
、
地
質
調

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
各
団
体
に
説
明
し
て
か
ら
市
民

に
知
ら
せ
た
い
。

　
学
校
施
設
の
雨
漏
り
対
策
に
つ
い
て

杵
築
中
学
校
体
育
館
・
杵
築
小

学
校
新
体
育
館
・
朝
田
小
学
校

教
室
等
の
雨
漏
り
の
対
処
・
対
策
は
。

杵
築
中
学
校
体
育
館
は
、
９
月

議
会
に
て
５
９
２
万
円
の
修
理

費
を
可
決
、
年
度
内
に
補
修
工
事
を
実

施
。
杵
築
小
学
校
新
体
育
館
は
、
補
修

後
、
不
具
合
が
有
り
再
補
修
し
改
善
し

た
と
考
え
て
い
る
。
朝
田
小
学
校
校
舎
・

上
小
学
校
体
育
館
は
、
今
年
度
中
に
対

応
を
考
え
る
。
八
坂
小
学
校
新
体
育
館

は
工
事
実
施
、
校
舎
は
立
石
小
学
校
・

山
浦
小
学
校
同
様
、
来
年
度
以
降
計
画
。

宗
近
中
学
校
武
道
場
は
、
耐
震
化
も
含

め
改
修
計
画
を
考
え
る
。
今
後
は
、
快

適
な
教
育
環
境
の
為
、
随
時
対
応
し
て

い
く
。

　
防
災
・
救
急
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

津
波
を
含
む
非
難
経
路
・
避
難

場
所
、
ス
ー
パ
ー
消
防
団
育
成

や
自
主
防
災
組
織
の
情
報
共
有
化
に
つ

い
て
。

今
年
度
、
新
た
に
自
主
防
災
組

織
設
置
に
取
り
組
む
、
ま
た
未

組
織
地
区
の
解
消
に
も
取
り
組
み
た

い
。
非
難
経
路
・
避
難
場
所
に
つ
い
て

も
地
域
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
行
い
、

防
災
訓
練
や
防
災
備
品
の
購
入
に
も
補

助
を
す
る
。
ま
た
、
津
波
は
県
の
有
識

者
会
議
で
杵
築
地
区
の
遡
上
高
は
６
・

３
３
ｍ
だ
が
、
１
５
９
６
年
に
奈
多
地

区
で
７
～
８
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
記
録
が

あ
る
の
で
避
難
場
所
は
８
ｍ
以
上
で
対

策
を
進
め
た
い
。
海
抜
表
示
板
も
対
象

行
政
区
に
平
均
10
枚
程
度
、
地
元
と
協

議
を
し
な
が
ら
設
置
す
る
。
ま
た
、
ス
ー

パ
ー
消
防
団
に
つ
い
て
は
今
す
ぐ
は
出

来
な
い
が
、
将
来
展
望
と
し
て
持
っ
て

い
た
い
。
併
せ
て
、
組
織
の
情
報
共
有

化
は
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
立
ち
上
げ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
図
書
館
建
替
え
問
題
に
つ
い
て

図
書
館
の
整
備
事
業
の
全
容
に

つ
い
て
。

２
月
に
検
討
委
員
会
か
ら
提
言

書
を
受
け
、
建
設
計
画
や
基
本

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、

建
て
替
え
は
杵
築
中
学
校
に
隣
接
し
て

お
り
、
杵
築
中
学
校
の
建
設
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
考
え
る
が
、
現
地
が
一

番
環
境
が
い
い
と
言
う
意
見
も
あ
る
の

で
、
杵
築
中
学
校
が
移
転
す
れ
ば
、
現

地
で
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。

　
地
区
公
民
館
施
設
に
つ
い
て

地
区
公
民
館
の
整
備
状
況
と
ト

イ
レ
洋
式
化
へ
の
改
修
は
。

杵
築
地
域
に
５
館
、
山
香
地
域

に
４
館
設
置
、
昭
和
52
年
～
55

年
に
建
設
が
５
館
、
平
成
２
年
～
７
年

に
建
設
が
４
館
、
ま
た
、
２
階
建
て
は

４
館
あ
る
。
古
い
も
の
は
30
年
～
33
年

が
経
過
し
て
い
る
が
、
大
き
な
故
障
・

修
理
を
必
要
と
す
る
施
設
は
無
い
。
ト

イ
レ
に
つ
い
て
も
大
部
分
が
和
式
で
あ

り
、
地
域
の
方
々
の
要
望
を
聞
き
な
が

ら
洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
に
取
り
組
み
た

い
。

問

問問

問問

問問

答

答

答

答答

答

答

議
員

加
　

来
　
喬

議
員

藤
本
　

治
郎
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有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

農
林
産
物
の
被
害
の
現
状
に
つ

い
て
お
伺
い
す
る
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
額
は
、

平
成
18
年
度
約
１
、
４
０
０
万

円
、
平
成
20
年
度
１
、
７
７
０
万
円
と

増
加
、
平
成
22
年
度
は
１
、
０
４
０
万

円
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。
シ
カ
の
被
害

額
は
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま

で
35
万
円
か
ら
60
万
円
で
推
移
し
て
い

る
。

被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
施

策
は
。
特
に
国
県
等
の
補
助
事

業
及
び
市
単
独
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て

お
伺
い
す
る
。

近
年
有
害
鳥
獣
被
害
が
拡
大

し
、
ま
た
農
業
者
も
高
齢
化
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
集
落
や
地
域
等
を

広
範
囲
に
囲
み
、
ま
た
設
置
工
事
が

補
助
事
業
で
行
え
る
県
営
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
で
実
施
す
る
計
画

で
希
望
調
査
で
は
、
市
全
体
で
29
地

区
、
１
１
万
８
、
８
０
０
ｍ
、
事
業
費

５
億
１
、
５
０
０
万
円
の
要
望
が
あ
り
、

平
成
23
年
度
よ
り
実
施
を
計
画
、
当
初

予
算
で
計
上
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本

大
震
災
等
の
影
響
に
よ
り
国
の
予
算
が

削
減
さ
れ
、
事
業
実
施
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
電
気
、
ト
タ
ン
、
鉄

線
柵
な
ど
従
前
か
ら
の
制
度
に
よ
る
防

止
事
業
は
引
き
続
き
実
施
し
て
い
る
。

被
害
防
止
対
策
の
効
果
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。防

護
柵
の
整
備
、
捕
獲
褒
賞
金

対
象
期
間
の
拡
大
等
の
施
策
に

よ
り
、
被
害
低
減
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
る
。
今
後
と
も
猟
友
会

等
と
連
携
し
、
予
防
対
策
、
捕
獲
対
策
、

集
落
環
境
対
策
等
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。

　
杵
築
日
出
警
察
署

統
合
に
係
る
諸
課
題
に
つ
い
て
　

統
合
に
よ
り
、
杵
築
署
は
幹
部

交
番
と
な
り
運
転
免
許
の
更
新

等
、
各
種
手
続
相
談
窓
口
な
ど
の
諸
事

項
に
つ
い
て
市
民
の
利
便
性
の
確
保
は

で
き
る
の
か
。

統
合
の
説
明
会
で
市
民
の
利
便

性
の
確
保
の
た
め
、
可
能
な
限

り
幹
部
交
番
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
要

望
し
て
い
る
。
免
許
証
の
更
新
、
各
種

相
談
業
務
な
ど
の
取
り
扱
い
は
で
き
る

と
聞
い
て
い
る
。

警
察
署
と
関
係
す
る
組
織
団
体

は
統
合
に
よ
り
、
組
織
見
直
し

の
必
要
は
な
い
の
か
。

交
通
安
全
推
進
協
議
会
、
交
通

指
導
委
員
会
、
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
等
は
自
治
体
単
位
で
設
置
、

引
き
続
き
現
状
で
存
続
す
る
。
防
犯
協

会
、
交
通
安
全
協
会
支
部
は
警
察
署
の

管
轄
単
位
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。
組
織

の
在
り
方
と
し
て
各
団
体
補
助
金
も
絡

む
こ
と
で
あ
り
、
自
治
体
単
位
で
存
続

す
る
こ
と
が
行
政
と
し
て
好
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。

畜
産
農
家
に
対
す
る
経
営
支
援
に
つ
い
て

長
引
く
不
景
気
や
原
発
に
よ
る

放
射
能
汚
染
さ
れ
た
牛
肉
が
一

部
市
場
に
出
回
る
な
ど
、
風
評
被
害
と

も
い
え
る
牛
肉
の
消
費
減
で
市
場
枝
肉

価
格
が
低
迷
を
続
け
、
肥
育
農
家
は
一

頭
当
た
り
５
万
・
10
万
以
上
と
原
価
割

れ
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

肥
育
農
家
は
経
営
を
や
め
ざ
る
を
得
な

い
。
ま
さ
に
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
基

幹
産
業
を
守
る
た
め
に
も
経
営
指
導
や

何
ら
か
の
対
策
を
と
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

枝
肉
価
格
下
落
の
一
番
の
原
因

は
不
景
気
、
デ
フ
レ
に
よ
る
牛

肉
の
消
費
の
落
ち
込
み
と
思
わ
れ
る
。

購
入
飼
料
の
高
騰
も
あ
り
、
肥
育
農
家

の
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
自
給
飼
料
の
生
産
振
興
と
県
や
農

協
と
共
同
し
て
畜
産
経
営
、
と
り
わ
け

肥
育
農
家
の
経
営
指
導
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
柑
橘
団
地
継
承

推
進
事
業
の
継
続
に
つ
い
て
　

新
規
就
農
者
が
少
な
い
特
産
の

柑
橘
分
野
に
お
い
て
失
業
者
を

雇
用
し
て
就
農
を
目
指
す
若
者
に
技

術
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
さ
せ
、
新

規
就
農
参
入
す
る
人
を
支
援
す
る
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一
年
限
り
で
は

定
着
し
な
い
。
安
心
し
て
参
入
で
き
る

た
め
、
今
一
歩
の
後
押
し
で
継
続
支
援

が
で
き
な
い
か
。
県
へ
の
働
き
か
け
を

お
願
い
し
た
い
。

本
事
業
は
国
の
交
付
金
事
業
で

あ
り
、
平
成
23
年
度
で
終
了
す

る
。
継
続
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

優
良
果
樹
園
継
承
を
目
的
と
し
た
事
業

の
継
続
に
対
し
て
県
に
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
。

　
雇
用
対
策
に
つ
い
て

雇
用
拡
大
対
策
に
な
お
一
層
の

努
力
を
。
長
引
く
不
景
気
の
中

で
円
高
・
株
安
は
製
造
業
を
中
心
に
雇

用
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
行
政
と
し
て

な
お
一
層
の
雇
用
の
拡
大
に
ど
う
取
り

組
ま
れ
、
努
力
さ
れ
て
い
る
の
か
。

別
杵
管
内
の
デ
ー
タ
で
は
７
月

の
有
効
求
人
倍
率
が
０
・
６
１
％

と
多
少
向
上
し
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
緊
密
な
連
絡
調
整
を
は
か
り
、
細

か
い
情
報
を
市
民
に
提
供
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
雇
用
の
確
保
に
直
接
結
び
つ

く
企
業
の
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
の
対

策
や
受
入
態

勢
の
整
備
を

は
か
る
な
ど

雇
用
の
安
定

し
た
推
進
を

行
っ
て
い
き

た
い
。

問問

問

問問

問

問問

答答

答

答

答答

答答

議
員

小
　

春
　
稔

議
員

河
野
　

正
治
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国
民
保
健
保
険
事
業
に
つ
い
て

医
療
費
の
通
知
に
よ
り
、
市
立

山
香
病
院
や
各
医
療
機
関
に
対

す
る
費
用
対
効
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

平
成
22
年
度
に
お
け
る
医
療
費

通
知
は
合
計
で
２
万
５
、６
６
０
件
、

印
刷
は
国
保
連
合
会
へ
委
託
し
て
い

る
。
委
託
料
は
１
０
９
万
１
、
１
８
６

円
、
郵
送
料
は
１
０
６
万
９
、
８
６
６

円
で
、
経
費
の
約
７
割
は
県
か
ら
の
補

助
金
で
あ
る
。
医
療
費
通
知
は
、
病
院

受
診
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国

保
総
合
病
院
で
あ
る
市
立
山
香
病
院
や

他
医
療
機
関
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
他
市
で
は
、

医
療
費
通
知
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
不

正
な
診
療
報
酬
の
請
求
が
発
覚
し
て
お

り
、
不
正
請
求
の
防
止
策
の
効
果
も
あ

る
。
医
療
費
通
知
は
保
健
制
度
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
手
段
と
し
て
大
切
で

あ
り
、
今
後
と
も
医
療
費
の
適
正
化
に

努
め
た
い
。

現
在
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
基

金
の
積
立
金
額
は
。

国
民
健
康
保
険
の
基
金
残

高

は
、

平

成

22

年

度

末

で

７
６
万
１
、
０
０
０
円
で
あ
る
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
相
互

の
繰
入
れ
で
赤
字
を
黒
字
に
見

せ
た
決
算
に
よ
り
、
本
当
に
国
保
会
計

が
苦
し
い
こ
と
が
市
民
に
は
わ
か
り
に

く
い
。
累
計
の
赤
字
残
高
は
残
っ
て
い

る
の
か
。平

成
21
年
度
決
算
の
中
で
赤
字

分
は
す
べ
て
解
消
さ
れ
て
お

り
、
赤
字
分
の
積
み
残
し
は
残
っ
て
い

な
い
。

基
金
の
積
立
金
は
な
ぜ
少
な
い

の
か
。

過
去
の
決
算
で
は
、
平
成
19
年

度
が
４
、
９
０
０
万
円
、
平
成

20
年
度
が
８
、
４
０
０
万
円
の
赤
字
で

基
金
を
全
部
取
り
崩
し
て
し
ま
い
、
基

金
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

平
成
21
年
度
は
約
６
６
０
万
円
の
黒
字

で
あ
っ
た
が
、
基
金
を
積
立
て
る
だ
け

の
余
裕
が
な
く
、
少
な
い
積
立
金
額
に

な
っ
て
い
る
。
平
成
22
年
度
分
の
黒
字

分
は
、
今
年
度
の
基
金
の
積
立
て
に
し

た
い
。

国
保
税
を
下
げ
る
論
理
の
前
に

安
定
し
た
積
立
金
の
確
保
が
必

要
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

今
の
国
保
財
政
で
は
十
分
な

基
金
を
積
立
て
る
だ
け
の
余

裕
が
な
い
。
実
際
、
本
年
度
は
７
、

７
０
０
万
円
の
黒
字
決
算
で
あ
っ
た

が
、
会
計
を
単
年
度
で
収
支
し
た
場
合
、

実
際
は
１
億
円
の
赤
字
で
あ
る
。
国
保

税
収
の
落
ち
込
み
で
財
源
が
少
な
く
な

り
、
財
政
が
苦
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
国
か
ら
の
負
担
金
の
増
額
が
な
い

限
り
、
基
金
を
積
立
て
る
だ
け
の
余
裕

を
得
る
た
め
に
は
税
を
上
げ
る
し
か
な

い
。
し
か
し
、
現
在
の
経
済
情
勢
の
中

で
国
保
税
を
上
げ
る
と
滞
納
者
も
ふ
え

る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
今
年
度
適
正
な

税
率
の
検
証
を
し
て
い
き
た
い
。

　
観
光
行
政
に
つ
い
て

大
型
観
光
バ
ス
の
中
心
市
街
地

乗
り
入
れ
が
で
き
な
く
大
変

困
っ
て
い
る
。
警
察
や
公
安
委
員
会
へ

の
働
き
か
け
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

新
道
交
差
点
か
ら
南
台
西
駐
車

場
ま
で
は
昨
年
12
月
よ
り
規
制

が
解
除
さ
れ
た
。
中
心
市
街
地
に
通
じ

る
仲
町
駐
車
場
ま
で
解
除
申
請
を
行
っ

て
お
り
、
年
内
に
は
実
現
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

観
光
バ
ス
の
運
転
手
、
ガ
イ
ド

の
待
機
場
所
を
確
保
で
き
な
い

か
。

ふ
る
さ
と
産
業
館
の
２
階
に
は

専
用
の
休
憩
室
を
用
意
し
て
い

る
が
、
街
中
は
衆
楽
観
等
で
も
十
分
と

れ
て
い
な
い
。
今
後
の
バ
ス
の
動
き
等

を
考
え
、
施
設
の
確
保
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。購

入
し
た
住
友
生
命
跡
地
の
利

用
計
画
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
完
成
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

休
憩
場
所
や
ト
イ
レ
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
で
き
る
だ
け
早

く
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
用
地
の
契
約
が
９
月
末
、
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
取
り
壊
し
工
事
、
あ

わ
せ
て
文
化
財
調
査
、
景
観
に
あ
わ
せ

た
設
計
委
託
、
12
月
末
か
ら
翌
年
２
月

に
か
け
て
す
べ
て
を
完
了
す
る
計
画
で

進
め
て
い
る
。

　
市
発
注
の
事
業
に
つ
い
て

市
の
発
注
す
る
公
共
工
事
を
は

じ
め
諸
事
業
が
、
発
注
の
仕
方
、

業
者
選
定
等
、
何
か
行
う
度
に
不
平
や

不
満
、
不
信
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。
や

り
方
に
も
っ
と
一
貫
性
を
持
ち
、
ま
た

可
能
な
限
り
市
内
の
業
者
が
落
札
し
、

仕
事
が
で
き
る
配
慮
、
気
配
り
を
し
て

い
か
な
い
と
市
内
の
業
者
は
た
ち
い
か

な
く
な
る
。

土
木
工
事
は
市
内
業
者
で
指
名

を
組
め
る
が
、
建
築
工
事
や
電

気
工
事
な
ど
業
者
が
少
な
く
市
外
業
者

を
指
名
し
て
い
る
。
入
札
に
は
一
定
の

枠
を
設
け
て
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は

一
層
地
場
企
業
の
育
成
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

現
在
の
よ
う
な
採
用
方
法
で
は

市
内
出
身
者
よ
り
も
市
外
出
身

者
の
方
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

職
員
採
用
は
広
く
公
開
し
、
就

職
の
機
会
均
等
、
男
女
差
別
の

禁
止
な
ど
自
治
体
が
公
正
な
採
用
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
筆
記
試
験

だ
け
で
な
く
、
本
人
の
適
性
と
能
力
を

総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
て
い
る
。

問

問問

問問

問

問問

問問

答

答答

答答

答

答答答

答

議
員

真
砂
　

矩
男

議
員

阿
部
　

幸
市

［
平
成
18
年
４
月
（
合
併
後
）
か
ら
の

採
用
状
況
］

　

市 

役 

所
（
市
立
病
院
は
除
く
）

　
　

採
用
29
名
（
市
内
17
名
・
市
外
12
名
）

旧
杵
築
13
名
・
旧
山
香
４
名

旧
大
田
０
名

　

消 

防 

署

　
　

採
用
33
名
（
市
町
内
32
名
・
市
町
外
１
名
）

旧
杵
築
14
名
・
旧
山
香
７
名

旧
大
田
１
名
・
日
出
町
10
名
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杵
築
中
学
校
移
転
に
つ
い
て

杵
築
中
学
校
の
移
転
先
が
大
内

地
区
の
高
台
と
い
わ
れ
て
い
る

が
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
得
ら
れ
て

い
る
の
か
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
護
者
・
地
元
に
行

き
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
よ

う
に
努
力
す
る
。

現
在
地
に
５
～
６
階
建
て
の
ビ

ル
を
建
て
、
そ
の
中
に
教
室
・

職
員
室
・
室
内
体
育
館
・
武
道
場
等
を

入
れ
た
ら
ど
う
か
。

そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う

が
、
高
台
を
検
討
し
て
い
る
の
で
理
解

を
得
る
よ
う
、
し
ば
ら
く
努
力
し
た
い
。

　
新
消
防
署
に
つ
い
て

新
消
防
署
の
内
水
対
策
、
津
波

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。豪

雨
時
の
内
水
で
消
防
署
が
浸

水
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
津
波
に
つ
い
て
は
一
階
は
安
心

で
き
る
状
態
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

庁
舎
新
築
問
題
が
あ
ち
こ
ち
で

話
題
に
あ
が
っ
て
い
る
が
、
現

在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

６
月
定
例
会
で
庁
舎
問
題
検
討

委
員
会
委
員
報
償
費
の
予
算
が

否
決
さ
れ
た
の
で
時
期
尚
早
と
判
断

し
、
計
画
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
大
田
地
区
の
小
学
校
統
合
・

幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

田
原
・
朝
田
小
学
校
の
統
合
問

題
の
議
論
は
５
年
以
上
に
な

る
。
こ
れ
以
上
先
延
ば
し
は
で
き
な
い
。

統
合
場
所
と
校
舎
・
体
育
館
の
改
造
や

新
設
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

旧
大
田
中
学
校
の
校
舎
を
小
学

校
基
準
に
改
修
す
る
。
体
育
館

は
近
く
に
検
討
し
て
い
る
。

統
合
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

施
設
の
整
備
、
閉
校
行
事
、
開

校
準
備
（
校
歌
の
作
成
、
諸
問

題
の
解
決
）
等
、
約
２
年
は
必
要
と
考

え
る
。

幼
保
一
元
化
の
場
所
と
関
係
機

関
と
の
協
議
は
。

統
合
小
学
校
に
隣
接
す
る
場
所

に
建
設
す
る
。
福
祉
事
務
所
、

企
画
財
政
課
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

12
月
議
会
に
成
果
を
具
体
的
に
報
告
す

る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

現
在
の
杵
築
市
の
取
組
み
と
今

後
の
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

平
成
21
年
度
よ
り
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
補
助

金
を
県
下
で
一
番
に
取
り
組
ん
だ
。
今

後
、
一
般
家
庭
・
公
共
施
設
等
で
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進
を
は
か
っ
て

い
く
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
補
助

金
は
平
成
23
年
度
ま
で
の
３
年

間
で
終
わ
る
の
か
。

基
本
的
に
は
平
成
23
年
度
ま
で

だ
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
財
政

課
と
協
議
す
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
社
長
が
全

国
の
自
治
体
と
連
携
し
て
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
。
杵
築
市
も
県
と
連
絡
を

取
り
、
耕
作
放
棄
地
、
ミ
カ
ン
園
の
廃

園
地
、
利
用
計
画
の
な
い
市
有
地
等
を

提
供
・
あ
っ
せ
ん
す
る
な
ど
計
画
に
参

画
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
。

国
会
で
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別

措
置
法
が
成
立
し
た
。
現
在
県

を
通
じ
て
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
施

設
の
立
地
に
つ
い
て
打
診
を
受
け
て
い

る
。
今
後
市
有
地
や
遊
休
地
の
有
効
活

用
を
国
や
県
の
動
向
を
み
な
が
ら
各
課

と
協
議
す
る
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
の
有
効
活
用
に
よ
っ
て

定
住
促
進
や
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
実
態
調
査
を
き
め
細
か
く

随
時
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

空
き
家
調
査
の
現
状
は
。

６
月
以
降
、
行
政
区
ご
と
に
担

当
職
員
を
割
り
当
て
、
調
査
を

し
た
。
現
在
ま
で
の
報
告
件
数
１
９
１

件
、
貸
し
て
く
れ
そ
う
な
物
件
１
２
６

件
と
な
っ
て
い
る
。
10
月
末
ま
で
に
賃

貸
可
能
物
件
は
「
空
き
家
台
帳
」
で
整

理
す
る
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

定
住
促
進
対
策
、
空
き
家
情
報
等
、
わ

か
り
や
す
く
改
善
す
る
。

問問問

問問問問 答答答答

答答答

　
選
果
場
跡
地
利
用
に
つ
い
て

杵
築
駅
裏
の
選
果
場
跡
地
に
八

坂
地
区
公
民
館
を
移
転
す
べ
く

請
願
が
採
択
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
た
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
つ
く
る
こ
と
も
採

択
さ
れ
て
い
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

関
係
各
課
と
協
議
し
て
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
利
用
計
画
を

策
定
す
る
。

　
人
工
芝
購
入
に
関
す
る

入
札
予
定
価
格
調
書
に
つ
い
て
　

サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
購
入
に

関
す
る
入
札
予
定
価
格
調
書
は

な
ぜ
業
者
か
ら
出
た
見
積
書
に
20
％
を

上
乗
せ
し
た
価
格
を
設
定
し
た
の
か
。

建
築
工
事
の
発
注
を
参
考
に
し

て
諸
経
費
を
20
％
に
決
定
し

た
。

業
者
が
こ
の
金
額
で
工
事
が
で

き
る
と
い
う
の
に
20
％
の
上
乗

せ
を
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
。

見
積
書
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
て

い
る
の
で
下
請
け
に
だ
す
場
合

は
経
費
が
必
要
と
思
っ
た
。

議
員

中
山
田
昭
徳

議
員

有
田
　

昭
二

問

問 問問問

問問 答

答答答 答

答答
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税
金
等
の
未
納
状
況
に
つ
い
て

未
納
に
対
す
る
特
別
徴
収
係
を

つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

新
た
な
収
納
課
等
の
特
別
対
策

の
係
等
の
設
置
は
協
議
の
上
、

見
送
る
こ
と
に
し
た
。
平
成
22
年
度
か

ら
徴
収
強
化
策
と
し
て
県
と
県
税
事
務

所
の
職
員
派
遣
協
定
を
結
び
、
昨
年
７

月
か
ら
毎
月
５
日
程
度
本
市
税
務
課
で

滞
納
処
分
の
業
務
の
指
導
を
受
け
、
一

定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
本
年
度
も

引
続
き
職
員
の
派
遣
を
受
け
て
い
る
。

滞
納
処
分
事
務
の
確
立
と
定
着
、
税
以

外
の
使
用
料
等
の
未
納
額
の
削
減
、
収

納
率
の
向
上
に
向
け
今
後
も
努
力
す

る
。

　
市
有
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

現
在
国
、
県
か
ら
の
補
助
事
業

期
間
は
あ
と
１
年
半
し
か
な

い
。
民
生
福
祉
会
か
ら
は
山
香
小
学
校

横
の
市
有
地
を
利
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と

の
請
願
も
去
年
提
出
を
さ
れ
た
。
早
く

結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
山
香
の
保
育
園

は
民
生
福
祉
会
で
建
て
る
こ
と
が
不
可

能
と
な
る
。
ぜ
ひ
近
い
う
ち
に
結
論
を

出
せ
な
い
か
。

補
助
事
業
は
、
平
成
24
年
度
ま

で
国
の
保
育
所
緊
急
整
備
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
民
生
福
祉
会
の

意
向
に
沿
う
よ
う
に
早
急
に
決
定
し
た

い
。

　
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

市
内
の
各
中
学
校
で
も
試
合
会

場
ま
で
父
兄
等
が
運
転
を
す
る

状
況
で
あ
る
と
思
う
が
、
も
し
事
故
が

起
こ
れ
ば
善
意
に
運
転
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
は
大
変
気
の
毒
な
思
い
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
公
式
戦
や
練
習
試

合
等
の
交
通
手
段
の
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
・
県
中
体
連
主
催
、
共
催
の

試
合
は
、
各
部
年
間
２
、
３
回

程
度
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
協
会
や
連

盟
等
の
主
催
大
会
が
多
い
と
こ
ろ
で
15

回
程
度
、
さ
ら
に
練
習
試
合
が
加
わ
る
。

交
通
手
段
は
、
先
般
の
高
野
連
の
大
会

で
の
バ
ス
事
故
を
受
け
県
か
ら
県
立
高

校
へ
の
指
導
を
も
と
に
、
県
総
合
体
育

大
会
で
は
公
共
交
通
機
関
や
市
の
バ
ス

を
利
用
す
る
よ
う
に
各
学
校
に
は
指
導

し
て
い
る
。
し
か
し
、
協
会
、
連
盟
主

催
の
試
合
や
練
習
試
合
な
ど
に
は
、
保

護
者
会
と
の
共
通
理
解
の
上
、
同
意
書

や
保
険
の
加
入
な
ど
の
条
件
整
備
を
し

て
い
る
部
も
あ
る
が
、
多
く
は
保
護
者

の
協
力
の
も
と
各
試
合
に
参
加
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

公
の
交
通
機
関
等
の
利
用
に
対

し
て
補
助
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。

現
在
、
部
活
動
担
当
者
及
び
生

徒
指
導
主
事
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
部
活
動
等
に
つ
い
て
協
議
や
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
部
活
動
で
の
交

通
手
段
は
他
市
町
村
で
も
検
討
さ
れ
て

い
る
。
中
体
連
、
他
市
町
村
教
委
と
も

連
絡
を
と
り
進
め
て
い
き
た
い
。

　
原
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
か
ら

６
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。
福
島
第
一
原
発
の
事
故
は
収
束
の

め
ど
さ
え
た
っ
て
い
な
い
。
今
こ
そ
原

子
力
発
電
か
ら
離
れ
て
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い

く
新
し
い
流
れ
を
強
め
る
こ
と
が
大

変
大
事
だ
。
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

の
事
故
が
明
ら
か
に
し
た
。
１
、
原
発

事
故
は
ほ
か
の
事
故
に
は
見
ら
れ
な
い

「
異
質
の
危
険
」
が
あ
る
。
２
、
今
の

原
発
技
術
は
未
完
成
で
危
険
な
も
の
。

原
発
の
な
か
に
こ
の
「
死
の
灰
」
を
閉

じ
込
め
る
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
。「
使

用
済
み
核
燃
料
」
を
後
始
末
す
る
方
法

が
な
い
。
３
、
世
界
有
数
の
地
震
国
・

津
波
国
に
集
中
立
地
し
て
い
る
こ
と
の

危
険
。
４
、
政
府
を
は
じ
め
財
界
、
政

界
、
官
僚
、
御
用
学
者
、
一
部
報
道
機

関
な
ど
が
安
全
神
話
を
ば
ら
撒
き
、
札

束
攻
勢
で
、
住
民
を
欺
き
建
設
さ
れ
た

原
発
。
人
類
と
共
存
で
き
な
い
原
発
は

な
く
す
べ
き
だ
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ

り
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
。
国
民
感
情
で
は
脱
原
発
に

向
け
て
の
要
望
が
多
い
。
国
民
的
に
十

分
な
議
論
を
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題

を
解
決
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

杵
築
市
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て
　

杵
築
市
は
、
森
林
・
竹
林
な
ど

豊
富
な
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
と
し
て
利
活
用
す
べ
き
だ
。
農
業
用

暖
房
機
械
、
家
庭
用
暖
房
器
具
な
ど
の

導
入
に
対
し
て
市
と
し
て
支
援
が
求
め

ら
れ
る
。仮

称
杵
築
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
市

民
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
や
実
施
、
普

及
啓
発
に
取
り
組
む
。

　
地
域
振
興
に
つ
い
て

杵
築
市
に
生
ま
れ
育
ち
、
生
活

し
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る
街
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
旧
杵
築
市
、
山

香
町
、
大
田
村
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
と
社

会
的
な
歴
史
は
違
い
、
過
去
の
歴
史
に

違
い
を
認
め
つ
つ
新
杵
築
市
の
市
民
と

し
て
の
気
分
的
な
一
体
化
へ
の
道
を
進

む
べ
き
で
あ
る
。
住
民
参
加
型
の
地
域

協
議
会
な
ど
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

の
中
核
と
な
る
べ
き
役
割
を
山
香
・
大

田
振
興
課
に
財
政
的
な
判
断
が
で
き
る

権
限
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
、
作
業
中
の
杵
築
市
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、
ハ
ー
ド

面
・
ソ
フ
ト
面
の
政
策
を
充
実
さ
せ

る
。
市
民
の
相
談
や
要
望
等
に
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
あ
た
た

か
な
行
政
運
営
を
進
め
る
。

問

問

問

問問

問

問 答

答

答

答答

答

答

議
員

阿
部
　

直
瑞

議
員

鈴
木
　

六
朗
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高
齢
者
支
援
対
策
に
つ
い
て

今
年
６
月
に
発
表
し
た
２
０
１
０

年
国
勢
調
査
で
は
老
人
ホ
ー
ム

や
病
院
な
ど
の
入
所
者
を
除
く
、
一
般

世
帯
数
が
５
、０
０
０
万
人
を
超
え
、
こ

の
う
ち
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
は
全
世
帯

の
３
割
を
突
破
。
高
齢
化
率
は
世
界
最

高
に
な
っ
た
。
杵
築
市
に
お
い
て
も
ひ

と
り
暮
ら
し
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
と

思
う
。
当
市
で
の
実
態
と
そ
の
対
策
は
。

毎
年
、
民
生
児
童
委
員
を
通

じ
て
行
っ
て
い
る
実
態
調
査

で
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
１
、

４
５
４
世
帯
で
、
平
成
19
年
４
月
１
日

と
の
比
較
で
は
85
世
帯
増
加
し
て
い

る
。
高
齢
化
率
も
平
成
19
年
４
月
１
日

で
は
２
９
・
７
％
だ
っ
た
が
、
平
成
23

年
４
月
１
日
で
は
３
０
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。
現
状
で
の
市
の
具
体
的
支
援

策
と
し
て
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
軽
度
生
活
支
援

事
業
、
生
き
が
い
活
動
通
所
支
援
事
業

等
が
あ
り
、
ま
た
民
生
児
童
委
員
を
通

じ
て
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
配
布
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
態
把
握
・
調

査
し
、
情
報
収
集
・
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
本
年
度
は
新
た
に
緊
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
を
ひ
と
り
世
帯
に
配
布
す
る
。

市
民
後
見
人
制
度
の
養
成
講
座

の
開
催
も
必
要
と
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

市
民
の
要
望
を
み
な
が
ら
対
応

を
考
え
た
い
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
限

ら
ず
元
気
な
高
齢
者
を
育
て
る

た
め
に
市
が
健
康
教
室
や
介
護
予
防
教

室
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
マ
ン
ネ
リ
化

し
て
い
な
い
か
。

新
し
い
試
み
と
し
て
昨
年
よ
り

福
岡
大
学
医
学
部
と
タ
イ
ア
ッ

プ
を
し
、
有
病
率
調
査
と
認
知
症
予
防

教
室
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
評
価
に
つ

い
て
は
現
状
維
持
さ
れ
て
い
る
し
改
善

傾
向
に
あ
る
。
引
き
続
き
経
過
を
み
て

効
果
が
出
れ
ば
教
室
を
広
げ
て
い
き
た

い
。

　
市
立
山
香
病
院
の

旧
病
棟
の
改
修
に
つ
い
て
　

市
立
山
香
病
院
は
旧
山
香
町
立

病
院
と
し
て
昭
和
55
年
に
開
設

さ
れ
た
。
建
物
は
老
朽
化
し
、
特
に
ト

イ
レ
ま
わ
り
が
悪
く
、
利
用
者
に
不
便

を
か
け
て
い
る
が
、
改
修
の
計
画
は
な

い
の
か
。
ま
た
、
将
来
旧
病
棟
の
改
築

は
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

本
館
３
病
棟
、
４
病
棟
、
５
病

棟
の
男
女
ト
イ
レ
は
洋
式
へ
改

修
。
病
棟
に
つ
い
て
は
増
改
築
の
検

討
を
本
格
的
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
う
つ
病
対
策
に
つ
い
て

う
つ
病
や
そ
う
う
つ
病
の
全
国

の
総
患
者
数
は
１
０
０
万
人
を

超
え
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
が
原
因
・

動
機
で
の
自
殺
も
少
な
く
な
い
。
大
分

県
内
で
は
、
年
間
約
３
０
０
人
が
命
を
落

と
し
て
い
る
。
認
知
行
動
療
法
が
今
年

度
健
康
保
険
適
用
と
な
っ
た
。
早
期
発

見
、
治
療
に
向
け
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

昨
年
10
月
よ
り
精
神
保
健
福
祉

士
１
名
を
置
き
、
相
談
に
応
じ

た
り
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
気

軽
に
相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。

　
分
譲
地
の
雑
草
対
策
に
つ
い
て

納
屋
地
区
の
分
譲
地
は
平
成
２

年
か
ら
売
り
出
し
、
平
成
13
年

に
完
売
し
た
が
、
現
在
３
分
の
１
は
家

が
建
っ
て
い
な
い
。
こ
の
空
き
地
に
雑

草
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、
中
に
は
背
の

高
さ
よ
り
大
き
い
草
や
木
が
歩
道
や
車

道
に
も
は
み
出
し
て
い
て
、
交
差
点
な

ど
は
見
通
し
が
大
変
悪
く
、
通
行
に
危

険
な
場
所
も
か
な
り
あ
る
。
所
有
者
が

近
く
に
い
る
場
合
は
、
草
刈
り
等
の
管

理
を
要
請
し
て
い
る
が
、
所
有
者
が
市

外
に
い
て
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
も
あ

り
、
区
長
や
班
長
は
困
っ
て
い
る
。
地

域
の
環
境
整
備
の
た
め
に
所
有
者
へ
管

理
を
徹
底
す
る
よ
う
行
政
か
ら
の
指
導

は
で
き
な
い
か
。

管
理
が
不
十
分
な
区
画
に
は
、

所
有
者
宛
て
に
草
刈
り
等
の
管

理
を
お
願
い
す
る
旨
の
通
知
を
し
て
い

る
。
市
道
の
路
肩
付
近
の
雑
草
が
道
路

側
に
出
て
通
行
に
危
険
性
の
あ
る
箇
所

は
調
査
の
上
、
早
急
に
市
で
草
刈
り
等

を
行
い
た
い
。

　
天
神
祭
り
に
つ
い
て

天
神
祭
り
の
よ
う
な
大
き
な
祭

り
が
年
々
寂
し
く
な
っ
て
い
く

の
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
人
手
不
足
や

運
営
に
か
か
わ
る
負
担
増
に
よ
り
参
加

が
で
き
な
か
っ
た
地
区
が
あ
っ
た
り
、

ま
た
こ
と
し
は
山
車
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

り
、
盛
り
上
が
り
が
欠
け
た
状
況
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
山
車
の
修
理

費
等
を
地
区
で
は
１
軒
１
軒
が
負
担
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
市
か
ら

助
成
を
行
う
な
ど
し
て
昔
の
迫
力
と
活

気
を
取
り
戻
す
対
策
を
考
え
て
も
ら
え

な
い
か
。山

車
等
の
修
理
は
高
額
で
、
地

区
に
よ
っ
て
は
衣
装
等
も
古
く

な
っ
て
買
い
か
え
た
い
と
い
う
要
請
も

あ
る
。
こ
れ
ま
で
市
は
地
域
活
力
等
の

交
付
金
を
用
い
て
、
地
区
及
び
伝
統
行

事
保
存
会
等
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
伝
統
行
事
を
保
存
、
継
承
し
て
い

く
た
め
に
今
後
と
も
経
費
の
一
部
助
成

等
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
サ
ッ
カ
ー
場
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

市
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー

ム
数
と
競
技
人
口
は
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
本
年
度
の
杵

築
、
山
香
、
大
田
を
あ
わ
せ
た

協
会
登
録
チ
ー
ム
は
36
チ
ー
ム
、
登
録

者
数
は
２
６
６
人
で
あ
る
。

サ
ッ
カ
ー
場
は
立
派
で
大
変
好

評
の
よ
う
だ
が
、
利
用
者
か
ら

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
が
で
き
る
よ

う
に
と
の
要
望
を
聞
い
て
い
る
。
サ
ッ

カ
ー
場
の
利
用
促
進
の
た
め
に
も
大
会

用
に
室
内
用
ゲ
ー
ト
を
10
セ
ッ
ト
そ
ろ

え
て
も
ら
え
な
い
か
。

サ
ッ
カ
ー
場
の
利
用
率
の
向
上

の
た
め
に
も
、
室
内
用
ゲ
ー
ト

10
セ
ッ
ト
の
要
望
に
添
え
る
よ
う
、
面

積
的
に
も
十
分
な
の
で
利
用
者
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、
今
後
セ
ッ
ト
数
を
増

や
す
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

問

問

問

問

問問

問問

答

答答答

答

答答答

問答

議
員

上
野
　

辰
治

議
員

西
　
紀
　

子
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定例会日程予定［12月議会］

12月２日 平成 23 年第 4回定例会開会

12月５日 一般質問

12月６日 一般質問

12月７日 一般質問（予備日）

 12月16日 平成 23 年第 4回定例会閉会

※正式な日程は議会運営委員会で決定します。

　

秋
雑
感
思
う
こ
と
…
。
実
り
の

秋
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

芸
術
の
秋
な
ど
な
ど
、
秋
は
四
季

を
通
じ
て
一
番
過
ご
し
や
す
い
季

節
だ
と
思
う
。
過
日
、
市
内
の
小

学
校
３
校
の
運
動
会
を
参
観
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
の
小
学

校
も
児
童
数
30
名
以
下
の
小
規
模

校
で
あ
る
。
し
か
し
校
区
区
民
総

出
の
運
動
会
で
大
盛
況
。
子
ど
も

達
も
生
き
生
き
と
元
気
よ
く
演
技

し
て
い
た
。

　

小
学
校
を
中
心
と
し
た
地
区
運

動
会
で
地
域
間
交
流
が
進
み
、
地

域
の
絆
が
よ
り
一
層
深
ま
っ
た
こ

と
と
思
う
。
し
か
し
、
ふ
と
思
う
。

現
在
の
小
規
模
校
で
児
童
の
学
力

や
体
力
の
向
上
、
競
争
心
の
醸
成

な
ど
教
育
上
の
問
題
は
な
い
か
。

良
好
な
教
育
環
境
の
維
持
は
で
き

て
い
る
か
。
保
護
者
や
子
ど
も
達
、

地
域
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
考
え

な
の
か
。
近
々
の
課
題
と
し
て
子

ど
も
達
の
学
び
舎
…
小
学
校
の
適

正
規
模
、
適
正
配
置
の
方
向
性
を

地
域
住
民
に
情
報
開
示
す
べ
き
と

思
う
。
長
い
歴
史
の
中
で
学
校
が

地
域
住
民
の
拠
り
所
と
し
て
、
ま

た
文
化
活
動
の
施
設
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

　

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で

あ
っ
た
。

　

議
会
報
編
集
委
員
会
委
員

　

河
野 

正
治　

編
　

集
　

後
　

記

発
行　

大
分
県
杵
築
市
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
７
８
（
６
２
）
３
１
３
１
（
代
）　
　

印
刷　

㈲
三
晃
堂
印
刷

サッカー場人工芝問題調査特別委員会の中間報告

　当委員会は、去る７月１日の定例会本会議において人工芝入札問題に関しての真相究明のために議会独自

の調査権発動により設置され、９月２２日現在までに、証人尋問や請求により提出された証拠書類の内容に

ついての協議など計９回にわたり委員会を開催してきました。

　そのうち証人尋問は４回行いましたので、今回はその概要を報告します。

　なお、当委員会の最終報告については、１２月の定例会で報告できるように当委員会は努力いたします。

７月２８日　市長・副市長・担当職員（計５名）
を証人として証言を求めました。

［証言を求めた主な事項］
１．大分県サッカー協会の提案書について
２．サッカー場に使用されている人工芝を取り扱

うメーカーの２つの見積書について
３．仕様書を含む入札公告について
４．メーカーの比較表について

８月９日　大分県サッカー協会事務局長（１名）
を証人として証言を求めました。

［証言を求めた主な事項］
１．大分県サッカー協会提案書を作成した経緯に

ついて
２．提案書の内容について
３．３月１２日のプレゼンについて
４．杵築市職員との打ち合わせについて
５．サッカー場計画に関しての支持等について

８月２２日　入札に応札した３社の関係者（計５
名）を証人として証言を求めました。

［証言を求めた主な事項］
１．人札を知った経緯について
２．入札価格の積算根拠について
３．サッカー場に使用されている人工芝を取り扱

うメーカーとの関係について
４．営業活動の内容について

８月２９日　
サッカー用の人工芝を取り扱う５社（サッカー場
に使用されている人工芝を取り扱うメーカーを含
む）の関係者（計５名）を証人として証言を求め
ました。

［証言を求めた主な事項（サッカー場に使用され
ている人工芝を取り扱うメーカーを除く４社）］
１．入札仕様書に適合する人工芝について
２．入札に参加しなかった理由について
３．営業活動の内容について
４．見積書の要請について

［証言を求めた主な事項（サッカー場に使用され
ている人工芝を取り扱うメーカー）］
１．杵築市への２つの見積書について
２．諸経費を計上した理由について
３．落札業者との関係について
４．営業活動の内容について

議 会 活 動 報 告［7月～9月］

※前定例会以降の主な議会活動は次のとおりです。

日　付 内　　　　容

［ 7 月 ］

７日・19日・28日 １００条調査特別委員会

13日～15日 議会運営委員会行政視察

25日 議会報編集特別委員会

［ 8 月 ］
９日・22日・29日 １００条調査特別委員会

18日 大分県市議会議長会理事会

26日 議会運営委員会

30日 議員全員協議会

［ 9 月 ］
１日～22日 平成２３年第３回定例会

28日～30日 厚生文教常任委員会行政視察
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